
秋田県社会福祉協議会

１ 災害福祉支援センターとは
【果たす役割】                                

     

２ 秋田県災害福祉支援センター（仮称）の保有する機能毎の検討結果（委員からの意見集約）

３ 他県の災害福祉支援センターと秋田県災害福祉支援センター（仮称）の保有する機能等について（案）

秋田県災害福祉支援センター（仮称）検討委員会検討報告書の概要について

【災害ＣＭ】

・平時に必要なネットワーク作りなどの支援必要

・災害ＣＭについては、発災直後から始まっているという認識で臨むべき

・平時に各種団体の情報把握、災害時に市町村にアドバイスできる体制整備

・平時から行政を巻き込んで一緒にやることが必要

・災害時は戸別訪問への人的対応などのバックアップ支援が求められる

【ＢＣＰ】

・計画策定≠ゴール、使えなければ意味はない

・ＢＣＰ見直しは常に必要

・平時の訓練が体制、地域も巻き込んだ訓練、住民参加で理解を得よう

・センターの職員だけでは対応不可、他の職員の連携が不可欠

・災害時に役立つ実践的な訓練、研修が必要

（１）平時

○行政や関係団体との関係づくり

○災害時に対応、活躍できる人材づくり

○ＢＣＰや災害ＣＭなどの仕組みづくり

（２）災害時

○被災地社協災害ＶＣ立ち上げ支援、ＤＷＡＴ派遣

○被災市町村社協への応援職員の派遣、調整

○必要な資機材のニーズ把握 など

・全国の設置状況は

左図のとおり。

・災害ＶＣ、ＤＷＡＴ

は全ての県で実施

・ＢＣＰ策定支援多

い

・福井県、山口県、佐

賀県は本年４月に設

置したばかり。

【ＤＷＡＴ】

・ＤＷＡＴチームの充実、派遣体制強化のために

は常設機関が必要

・災害時には現地機関や関係者との連携が不可欠

・ＤＷＡＴ派遣受け入れのコーディネーターが必

要

・災害の発生場所による場合分けの整理が必要

・市町村の認知度を高めるため研修拡大等が必要

【災害時施設間応援コーディネート事業】

・どの施設も人手不足で緊急時に派遣できる

余力は少ないのが実情

・地域や圏域での災害協定等に対応した必要

性はあるが動きは鈍い

・仕組みを福祉避難所開設に使える可能性あ

り

・支援の長期化は頼られすぎの結果を生む恐

れがあり、切り替え時期が難しい

【災害ＶＣ】

・運営には運営方針や見通しなど見立てのできる

人材不可欠（県内支援Ｐ）

・組織的な人材育成とノウハウ蓄積が必要

・災害ＶＣに技術ボランティア団体の協力不可欠

平時からの関係構築が重要

・現場での情報収集力、人材確保、育成、継続的

な体制構築などの課題解決が必要

[結論]

・災害ＶＣの観点からは災害福祉支援センターの

設置が有効である。

[結論]

・人やお金の問題があり早期の事業化は難しい

ので、今後、災害福祉支援センター（災害福

祉ＮＷ）で取り組むべき課題の一つ

[結論]

・ＤＷＡＴの観点からは災害福祉支援センターの

設置が有効である。

[結論]

・災害ケースマネジメントは、研究や体制整備、ネットワーク構築、情報

収集など平時に行うべき課題や業務が多く、常設機関での対応が求めら

れるので、災害福祉支援センター設置が有効である。

[結論]

・ＢＣＰについては、計画が災害時に効果を発揮するためには、平時の実践

的な訓練が大切であり、災害福祉支援センターを設置して新規事業として

支援を行うことが有効である。

[結論]

○災害福祉支援センターを設置して平時から５事業

を中心に活動をすることが必要である。

〈基本理念〉

○平時の備えと訓練が大切

○常設機関が不可欠 ○将来、防災教育も視野に

○みんなの協力があってこその支援センター

【秋田県災害福祉支援センター（仮称）について】

○実施事業としては、検討した５事業（災害ＶＣ、災害福祉ＮＷ、ＤＷＡＴ、災害ＣＭ、ＢＣ

Ｐ）で始めることが良い

○専任職員の人件費等の確保と国庫補助の有効活用などによる財源確保が課題

○市町村社協の保有資機材の把握など平時の取り組みによる効果が期待される役割がある

○行政や市町村社協、地域住民など様々な方の協力を得て運営していく必要がある

○ＩＣＴ活用で業務の効率化を図り、効果的な運営を行う必要がある


